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学内グラント終了後の本研究課題における研究成果

　nm23遺伝子は，高転移性がん細胞において低い発現
を示す転移抑制遺伝子として単離された多機能性蛋白
である．nm 23は，細胞増殖，分化誘導，発癌，腫瘍転
移などと関係する．現在は，末梢T細胞リンパ腫，非特
異群での血清nm23，細胞質内nm23，nm23-mRNAレベ

ルやそれに関連する遺伝子を検討している．nm23-H1
は図1のように細胞質内に染色され，nm23-H1高発現の
症例は高齢者，performance status不良，血清LDH高値，
国際予後不良因子 3つ以上の症例であった．また，細胞
質内 nm23-H1高発現例は低発現例に比し有意に予後不
良であった．同時に細胞障害蛋白であるTIA-1の免疫染
色を検討したが，TIA-1は明らかな予後不良因子とはな
らなかった．多変量解析の結果，nm23-H1は有意な独
立した予後因子となった．そのため，nm23-H1はT細胞
リンパ腫，非特異群の予後因子となることが考えられ，
同時に新規の分子標的となる可能性が示唆された．現
在，本結果を論文投稿中である．
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